
 

「豊かな情操」を養うために 

校長 宮﨑 直人 

校庭の落ち葉が日に日に増え、秋の深まりを感じています。柿、栗、サツマイモなど、秋の味覚を楽し

める季節となりました。 

 １０月２１日（土）に行われた、赤羽幼稚園・小学校・地域・ＰＴＡ合同防災訓練・引き渡し訓練では、

港区芝地区総合支所協働推進課、東京消防庁芝消防署三田出張所、芝消防団、港区赤十字奉仕団三田分団、

赤羽小地区防災協議会等の協力を得て、起震車体験、煙体験、ＡＥＤ取扱い訓練、初期消火訓練、三角巾

取扱い訓練防災倉庫見学など、貴重な体験を行うことができました。子供たちは、自分の命を守り、他の

人の命を救うためのとても重要な学習ができたのではないかと思います。保護者・地域の皆様、関係機関

の皆様、ありがとうございました。 

 １０月２４日（火）には、港区立小学校連合運動会が江東区夢の島競技場で行われました。清々しい青

空のもと、６年生が、100ｍ走、走り幅跳び、走り高跳び、ソフトボール投げ、50m ハードル走、リレーに

挑みました。全力で頑張る姿がとてもよかったです。応援も素晴らしく、チーム赤羽としての一体感が感

じられました。また、リレー（女子）が、港区立小学校全体の第３位、走り幅跳び（女子）では、６年１

組の松井 咲樹さんが、３ｍ６８ｃｍを跳んで、第３位という素晴らしい結果を残すことができました。

朝早くから応援に来てくださった保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

 さて、１０月２０日（金）には、警視庁音楽隊とカラーガードの皆様が来校し、体育館で演奏とフラッ

グ演技などを披露してくれました。子供たちは、音楽隊の演奏の素晴らしさとカラーガードの皆さんの美

しい演技に、引き込まれていました。音楽隊の演奏に合わせて子供たちが歌う場面や鼓笛隊と一緒に演奏

する場面もありました。子供たちの歌声や演奏もとてもよかったです。 

演奏後に音楽隊の方とお話しする機会があったのですが、「子供たちの歌声に感動して涙が出てきまし

た。」と話してくださいました。改めて、「音楽は、人を感動させることができる。」ということを感じる

ことができました。 

 

 そして、１１月９日（金）、１０日（土）は、音楽会です。音楽会のねらいの一つに、「児童の音楽科に

おける創造的表現力を伸ばし、豊かな情操を養う。」があります。この「豊かな情操を養う」ことは、小

学校音楽科の目標でもあります。情操とは、「美しいものや優れたものに接して感動する、情感豊かな心

をいい、情緒などに比べてさらに複雑な感情を指すものとされている。音楽によって養われる情操は、直

接的には美的情操が深くかかわっている。」（小学校学習指導要領解説 音楽編）というように、豊かな情

操を養うことは、一人一人の豊かな心を育てるという重要な意味をもっています。 

各学年とも、音楽会に向けて一生懸命練習を重ねています。ぜひ、ご来校いただき、子供たちを励まし

ていただければ幸いです。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童虐待防止推進月間 

 
１１月は、児童虐待防止推進月間です。児童相談所への児童虐待に関する相談件数が年々増加の一途

をたどっており、重大な児童虐待事件が後を絶たないなど、依然として深刻な社会問題となっています。 

児童虐待防止法には、虐待行為の内容として、①身体的虐待、②性的虐待、③ネグレクト（保護の怠

慢）及び④心理的虐待の４種が定められています。 

学校の教職員は、日頃から子供たちに接する立場及び子どもの教育的指導に当たる機関としての立場

から、児童虐待の防止等のために適切な役割を果たすよう、早期発見の努力義務や関係機関への通告義

務などの役割が課されています。（児童虐待防止法 第５条 第６条） 

本校におきましても、児童虐待防止法に基づき、児童虐待があると思われるとき 

は、速やかに港区子ども家庭支援センターや児童相談所等に通告するととともに、 

関係機関と連携し、対応してまいります。 

 「子ども虐待防止オレンジリボン運動」 

 

キルギス共和国の民族楽器ユニット「オルド サフナ」公演 
 

１１月２０日（月）に、キルギス・日本外交関係樹立２５周年記念で来日される、キルギス共和国の

民族楽器ユニット「オルド サフナ」の皆様が、赤羽幼稚園・赤羽小学校に来て、演奏をしていただけ

ることになりました！ 

キルギス共和国は、中央アジアの国で、1991 年にソビエト連邦から独立しました。西はウズベキスタ

ン、北はカザフスタン、南は、タジキスタン及び中国と国境を接しています。日本の約半分の国土に約

600 万人が暮らしています。首都は、ビシュケクです。国語はキルギス語、公用語はロシア語です。 

また、在日キルギス大使館は、三田一丁目にあります。 

 「オルド サフナ」は、1999 年に結成されました。民族音楽の保持、発展、普及活動などを行ってい

るとのことです。2017 年の愛知万博公演・川崎公演以来、２度目の来日になるそうです。 

なお、１１月１９日（日）には、赤坂区民センター、２４日（金）には、高輪区民センターで公演が

行われます。 

 



 １１月の行事予定 

  

1 日(水) 音楽朝会 

    研究授業(3 年 2 組のみ 5 時間授業) 

 2 日(木) 秋フェスタ(1・2 年・ひまわり) 

     学校公開始 

  3 日(金) 文化の日 

  6 日(月) 委員会活動 

 7 日(火) 学校説明会 剣道教室(5 年) 

歯科指導(1 年) 

 8 日(水) 音楽朝会 学校公開終 

     研究授業(6 年 1 組のみ 5 時間授業) 

  9 日(木) 音楽会リハーサル 前日準備(5 年) 

 10 日(金) 音楽会(児童鑑賞日) 

 11 日(土) 音楽会(保護者鑑賞日) 

 13 日(月) 振替休業日 

14 日(火) 個人面談始 

15 日(水) 児童集会 就学時検診 

個人面談なし 

17 日(金) 木育プロジェクト(5 年) 

20 日(月) キルギス音楽隊来校 

21 日(火) 個人面談終 

22 日(水) 体育朝会 

23 日(木) 勤労感謝の日 

25 日(土) 学年行事(2 年) 

     防災授業(5 年) 

27 日(月) 避難訓練 クラブ活動 

28 日(火) 音楽鑑賞教室 

29 日(水) 安全指導 

１１月の下校時刻 
  

 1 日(水)  全学年 13:15 頃 
(3 年 2 組 14:30 頃） 

 8 日(水)  全学年 13:15 頃 

(6 年 1 組 14:30 頃） 

11 日(水)  全学年 14:00 頃 

14 日(火)  全学年 13:15 頃 

16 日(木)  全学年 13:15 頃 

17 日(金)  全学年 13:15 頃 

20 日(月)  全学年 13:15 頃 

 

※上記以外は通常通りです。 

ひまわり学級は学級だよりをご覧ください。 

１１月の生活目標 

「力をあわせて生活しよう」 

                       生活指導部 
  

音楽会を間近に控え、どの学年も音楽会を成
功させようと力を合わせて頑張っています。音
楽会には「力を合わせる大切さ」「心を合わせる
楽しさ」を体験できる素晴らしい行事だと思い
ます。 

 私たちの生活は周りを見てお互いに協力し合
って成り立っています。力を合わせるときには、
必ず一人一人が自分の力を発揮し、安全に気を
付けて、時には我慢をしたり譲り合ったりしな
ければなりません。相手を思いやる心ももたな
ければなりません。学校という集団生活の場だ
からこそできる「協力する意識」を高めていき
たいと思います。 

そして、力を合わせる楽しさを味わわせると
ともに、いつでも協力できる子供たちに育てて
いきたいと思います。ご家庭や地域の方々のご
協力もお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

★お知らせ★ 

寒暖の差が激しい季節となりました。そこで、

体育の学習時には、「体育着の上に上着を着用し

てもよい」ことを全学年で統一いたします。その

際、安全に配慮し、フードやチャックが付いてい

ないトレーナーを持たせるようにしてください。

また、タイツを履いている場合は、学習時に脱ぐ

ことになりますので、靴下を持たせるようにして

ください。よろしくお願いいたします。 

 

音楽会に向けて        学芸的行事委員会 

 「ｆｆ（２つのｆ、フォルテッシモ）」をテーマに、練習に励んできた音楽会も、いよいよ本番間近

となりました。このテーマにある“feel 心で感じて聴くことを通して、友達と良さを認め合ったり、

助け合ったりする気持ち““furbish 歌声や演奏に磨きをかけようとする気持ち”で、日々子どもた 

ちと共に音楽会の練習に取り組んできました。たくさんの種類の楽器の音を聴き合って拍に合わせた

り、曲の拍子や速さを変化させたり、自分の声と友だちと声をよく聴き合って音量やハーモニーを意識

して合唱をしたりできるよう、音楽の時間以外の休み時間なども自主的に練習をして、がんばってきま

した。それぞれの学年の努力の成果が発揮でき、聴く人の心にとても強く（ff）、届く音楽が発表でき 

たら、と願っています。当日は温かい応援と拍手をお願いします。 

 

 


